
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
伝
承
と
成
立

志し

村馨

有乏

弘奮

（一一）

 
現
在
一
九
七
の
説
話
を
有
す
る
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
が
、
い
っ
た
い
、
い
っ

誰
に
よ
っ
て
形
ち
作
ら
れ
た
の
か
は
官
だ
か
で
な
い
。
そ
し
て
（
「
編
者
が
、

一
九
七
の
説
話
を
、
ど
の
よ
う
な
順
序
と
方
法
で
、
こ
の
一
篇
の
説
話
集
に
編

成
し
た
の
か
、
成
立
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
全
く
知
る
す
べ
が
な
い
」
 
（
日
本

古
典
文
学
大
系
「
宇
治
牛
耳
物
語
」
解
説
）
と
い
う
。
「
色
に
ふ
け
り
た
る
僧

」
道
命
の
不
浄
請
経
説
話
を
巻
頭
に
配
置
し
た
本
書
編
者
の
執
筆
意
図
は
、
一

体
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
編
者
に
関
し
て
言
え
ば
、
高
階
一
門
の
人
物
．
（
中
島

悦
次
氏
「
宇
治
拾
遺
物
語
新
釈
」
、
大
同
館
、
昭
和
三
年
）
、
藤
原
俊
貞
（
谷

口
耕
一
氏
、
「
世
局
と
俊
貞
と
法
性
寺
殿
と
一
宇
治
拾
遺
物
語
の
成
立
事
情

に
つ
い
て
一
、
語
文
論
叢
、
昭
和
四
十
七
年
三
月
）
、
村
上
源
氏
の
某
（
渡
辺

公
一
氏
「
宇
治
拾
遺
物
語
の
編
者
を
め
ぐ
っ
て
」
、
日
本
文
学
論
究
、
昭
和
四

十
八
年
十
一
月
）
と
想
定
す
る
な
ど
、
い
く
つ
か
の
論
考
が
あ
る
。
こ
れ
ら
固

有
名
詞
を
明
確
に
し
ょ
う
と
し
た
試
み
の
他
、
収
載
さ
れ
た
説
話
そ
の
も
の
を

通
し
て
編
者
の
人
物
像
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
西
尾
光
一
氏
（
「
中
世
説
話
文

学
論
」
、
塙
童
旦
房
、
昭
和
三
十
八
年
）
や
益
田
勝
実
氏
（
中
世
調
刺
家
の
お
も

か
げ
i
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
作
者
1
、
文
学
、
昭
和
四
十
一
年
十
二
月

）
な
ど
の
試
み
も
看
過
し
て
は
な
る
ま
い
。
本
書
編
者
に
つ
い
て
益
田
勝
実
氏

は
「
権
威
を
求
め
、
そ
の
前
に
叩
頭
す
6
こ
と
を
知
ら
ぬ
男
ら
し
い
」
 
（
前
掲

論
文
）
と
述
べ
る
。
こ
の
「
す
べ
て
の
権
威
を
相
対
化
せ
ず
に
は
お
か
な
い
」

（
益
田
氏
）
と
い
う
本
書
編
者
も
、
先
行
文
献
に
倣
っ
た
も
の
か
、
収
集
し
た

説
話
の
冒
頭
の
ほ
と
ん
ど
に
、
 
「
今
は
昔
」
・
「
是
も
今
は
昔
」
・
「
こ
れ
も

昔
」
・
「
昔
」
と
い
っ
た
冠
詞
を
設
け
て
い
る
。
日
本
古
典
文
学
大
系
「
宇
治

拾
遺
物
語
」
解
説
に
記
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
本
書
の
説
話
配
列
を
考
え
て
み

 
 
 
 
 
 
 
ら

た
時
、
「
時
間
的
連
続
性
や
一
貫
性
」
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
な
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
同
類
説
話
が
い
く
つ
か
連
続
す
る
箇
所
を
発
見
す
る
。
 
「
類
聚

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
マ
）
、

性
」
の
顕
著
に
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
巻
十
一
第
六
話
「
白
川
法
皇
北
面
受

領
の
く
だ
り
の
ま
ね
の
事
」
・
第
七
話
「
蔵
人
得
業
猿
沢
の
池
の
龍
の
事
」
の

二
話
は
笑
話
、
巻
十
二
第
一
話
「
達
磨
天
竺
の
僧
の
行
見
る
事
」
 
・
第
二
話

「
提
議
菩
薩
龍
樹
菩
薩
の
許
に
参
る
事
」
の
二
話
が
天
竺
仏
教
説
話
で
あ
り
、

同
じ
く
巻
十
二
第
十
話
「
季
直
少
将
事
」
・
第
十
一
話
「
木
こ
り
小
童
隠
題
歌

の
事
」
・
第
十
二
話
コ
局
忠
騒
歌
よ
む
事
」
・
第
十
三
話
「
貫
之
歌
の
事
」
・

第
十
四
話
「
東
人
歌
よ
む
事
」
の
五
話
は
、
す
べ
て
「
古
本
説
話
集
」
に
類
話

（57）

「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
伝
承
と
成
立



を
有
す
る
も
の
で
、
同
時
に
和
歌
関
係
説
話
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
く
巻
十
二

第
十
五
話
「
河
原
院
融
公
霊
住
事
」
で
宇
多
院
が
「
只
人
」
で
は
な
か
っ
た
こ

と
を
述
べ
る
と
、
次
の
第
六
話
「
八
歳
の
童
孔
子
問
答
の
事
」
で
は
、
童
が
「

只
者
」
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
話
と
な
る
。
そ
し
て
、
同
巻
第
十
七
話

「
鄭
太
業
事
」
・
第
十
八
話
「
貧
俗
観
二
仏
性
一
弔
事
」
の
二
話
が
中
国
説
話
で

あ
ゆ
、
こ
の
二
話
が
異
国
の
説
話
の
発
想
か
ら
第
十
九
話
「
宗
行
郎
等
射
レ
虎

事
」
で
宗
行
郎
等
が
新
羅
国
へ
行
き
虎
を
射
る
話
と
な
り
、
虎
と
い
う
こ
と
か

ら
次
の
第
十
九
話
「
遣
唐
使
子
虎
に
捻
る
㌧
事
」
の
登
場
と
な
る
。
見
方
を
変

え
れ
ば
、
第
十
七
・
第
十
八
の
二
話
を
中
国
説
話
と
す
る
と
、
第
十
九
・
第
二

十
の
二
話
は
、
異
国
に
於
い
て
日
本
の
兵
の
道
の
名
を
高
め
た
説
話
と
い
え

る
。
 
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
．
の
説
話
配
列
一
編
者
の
説
話
類
聚
意
識
を
全
説
話

に
わ
た
っ
て
考
察
紹
介
す
る
こ
と
は
省
略
す
る
が
、
右
記
し
た
と
こ
ろ
で
も
、

編
者
の
類
聚
意
識
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
よ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
'

（二）

 
現
在
、
一
般
的
に
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
十
五
巻
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
の
巻

数
が
、
，
中
島
悦
次
氏
の
説
く
ご
と
く
、
万
治
二
年
刊
木
版
本
が
刊
行
ざ
れ
た
時

に
採
用
さ
れ
た
（
岩
波
文
庫
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
解
説
）
も
の
で
あ
る
の
か
ど

う
か
も
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
、
編
者
の
類
聚
意
識
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
次
の
こ
と
は
推
測
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
巻
三
の
末
尾

に
配
置
さ
れ
た
第
二
十
話
「
狐
家
に
火
つ
く
る
事
」
と
次
の
巻
四
第
一
話
「
曲

人
に
つ
き
て
し
と
ぎ
食
事
」
の
二
説
話
が
、
「
狐
」
と
い
う
点
に
共
通
性
を
見

い
出
す
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
少
く
と
も
一
方
を
千
三
、
一
方
を
巻
四
に
配

置
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
と
同
じ
こ
と
は
、
巻
五
末
尾
の
第

十
三
話
「
山
横
川
賀
能
地
蔵
事
」
が
地
蔵
に
救
わ
れ
る
話
で
あ
り
、
次
の
巻
六

第
一
話
「
広
貴
炎
魔
王
宮
へ
量
る
＼
事
」
も
同
じ
く
地
蔵
に
救
わ
れ
る
話
で
あ

る
こ
と
に
も
あ
て
は
ま
る
。
さ
ら
に
、
巻
六
末
尾
の
第
九
話
「
僧
伽
多
行
二
羅

刹
國
一
事
」
、
巻
七
第
一
話
「
五
色
臣
事
」
が
天
竺
説
話
で
あ
る
と
い
う
点
、

こ
の
他
、
巻
十
三
末
尾
の
「
優
婆
晶
晶
弟
子
事
」
と
巻
十
四
第
一
話
「
海
雲
比

丘
弟
子
童
の
事
」
の
両
説
話
が
「
弟
子
」
と
い
う
点
に
共
通
性
を
見
い
出
す
こ

と
に
も
言
え
よ
う
。
本
書
の
性
格
が
、
概
し
て
雑
纂
的
で
あ
る
と
は
い
う
も
の

の
、
発
想
の
類
似
性
・
類
聚
意
識
と
い
う
も
の
も
ま
っ
た
く
無
視
す
る
わ
け
に

は
行
か
な
い
。
と
す
る
と
、
十
五
巻
の
分
類
を
取
っ
た
万
治
二
年
刊
本
は
、
本

書
編
者
の
説
話
配
列
意
識
に
全
く
気
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
こ

れ
を
全
く
無
視
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
は
、
日

本
古
典
文
学
大
系
「
宇
治
夏
鳶
物
語
」
解
説
の
ご
と
く
、
元
来
、
あ
る
い
は
上

下
二
冊
本
で
あ
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

 
前
述
の
ご
と
く
、
本
書
は
、
多
く
の
場
合
、
 
「
今
は
卜
し
・
「
こ
れ
も
今
は

昔
」
・
「
昔
」
・
「
是
も
昔
」
と
い
う
冒
頭
語
を
使
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
今
は
昔
」
・
「
是
も
今
は
昔
」
・
「
昔
」
を
冒
頭
に
用
い
る
場
合
は
、
 
「
群

落
」
を
な
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
 
「
こ
れ
も
昔
」
の
場
合
は
、
一
，
一
話

と
て
連
続
す
る
も
の
は
な
い
。
 
「
今
は
昔
」
を
冒
頭
語
と
し
て
使
用
し
て
い
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
二
五
）

も
の
の
う
ち
、
新
し
い
時
代
の
説
話
と
し
て
は
、
永
縁
僧
正
（
平
治
二
年
没
）

の
登
場
す
る
二
三
第
十
話
「
同
人
仏
事
事
」
の
説
話
を
含
み
、
古
い
時
代
の
説

話
と
し
て
は
、
荘
子
の
登
場
す
る
巻
十
五
第
十
一
話
「
後
の
千
金
の
事
」
は
と

 
 
 
 
 
 
 
 
（
八
五
5

も
か
く
、
小
野
篁
（
仁
寿
二
年
没
）
の
登
場
す
る
二
三
第
十
七
話
「
小
野
篁
広

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
六
七
二
）

濡
事
」
お
よ
び
大
友
皇
子
（
弘
文
元
年
没
）
の
登
場
す
る
巻
十
五
第
一
話
「
清

（58）



見
原
天
皇
と
大
友
皇
子
と
合
戦
の
事
」
の
説
話
を
含
ん
で
お
り
、
古
い
時
代
の

説
話
と
新
し
い
時
代
の
説
話
と
で
は
、
年
代
的
に
か
な
り
の
開
き
が
あ
る
。
「

是
も
今
は
昔
」
の
場
合
も
、
新
し
い
年
代
の
説
話
で
は
、
智
海
法
印
（
建
久
年

 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

間
の
人
）
の
登
場
す
る
巻
舌
第
十
三
話
「
智
海
法
印
癩
人
法
談
の
事
」
の
説
話

が
あ
り
、
古
い
時
代
の
説
話
と
し
て
は
、
柳
下
恵
の
登
場
す
る
巻
十
五
第
十
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
八
六
六
）

話
「
漏
路
と
孔
子
と
問
答
の
事
」
は
と
も
か
く
と
し
て
、
伴
大
納
言
（
貞
観
八

年
没
）
の
登
場
す
る
巻
一
第
四
話
「
伴
大
納
言
事
」
が
あ
る
。
こ
の
場
合
も
時

代
的
に
は
相
当
な
開
き
が
あ
る
。
「
昔
」
を
使
用
し
た
場
合
は
、
比
較
的
新
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一
〇
六
五
）

い
時
代
の
も
の
で
、
藤
原
明
衡
（
治
暦
二
年
没
）
の
登
場
す
る
巻
二
審
十
一
話

 
「
明
思
欲
合
致
事
」
の
説
話
が
あ
り
、
古
い
時
代
の
も
の
で
は
宝
志
和
尚
（
天

 
（
五
〇
四
）

監
三
年
没
）
の
登
場
す
る
巻
九
第
二
話
「
宝
志
和
尚
軍
事
」
の
説
話
を
含
ん
で

．
い
る
。
 
「
こ
れ
も
昔
」
を
使
用
し
た
三
話
の
う
ち
、
巻
一
第
三
話
「
鬼
に
痩
と

ら
る
㌧
事
」
・
巻
七
第
一
話
「
五
色
鹿
事
」
の
二
話
は
事
件
年
時
が
明
確
で
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
＝
五
六
）

く
、
他
の
一
つ
藤
原
頼
長
（
保
元
元
年
没
）
の
登
場
す
る
巻
五
第
三
話
「
以
長

物
忌
事
」
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
頭
注
忙
よ
る
と
図
書

寮
本
が
「
こ
れ
も
今
は
む
か
し
」
、
蓬
左
文
庫
本
・
九
州
大
学
本
が
「
こ
れ
も

今
は
昔
」
、
桃
園
文
庫
本
が
「
こ
れ
も
い
ま
は
む
か
し
」
と
な
っ
て
い
る
点
か

ら
、
本
説
話
の
冒
頭
語
を
「
是
も
昔
」
に
限
定
し
て
考
え
る
必
要
は
な
い
。
結

局
、
本
書
諸
説
話
冒
頭
語
と
し
て
の
「
今
は
昔
」
・
「
是
も
今
は
昔
」
・
「
昔

」
と
い
う
ど
の
語
を
使
用
し
て
も
、
そ
こ
に
編
者
の
正
確
な
歴
史
観
に
よ
る
区

分
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
得
る
。

 
こ
の
他
、
冒
頭
語
を
考
え
る
時
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
他
書
に
見
る
類
話
の

冒
頭
語
が
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
諸
説
話
の
す

べ
て
が
、
 
「
今
昔
」
で
始
ま
る
「
今
昔
物
語
集
」
の
場
合
は
と
も
か
く
、
「
古

「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
伝
承
と
成
立

本
説
話
集
」
の
場
合
は
一
考
を
要
す
る
。
「
古
本
説
話
集
」
と
「
宇
治
拾
遺
物

語
」
と
の
言
託
の
多
く
が
酷
似
す
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
「
宇
治
拾

遣
物
語
」
巻
三
田
八
話
「
き
こ
り
歌
の
事
」
・
同
割
九
話
「
伯
母
事
」
・
同
第

十
話
「
同
人
仏
事
事
」
・
同
十
一
話
「
藤
六
事
」
・
巻
六
第
三
話
「
留
志
長
者

事
」
・
同
第
四
話
「
清
水
寺
二
千
度
参
す
ぐ
六
に
打
入
事
」
・
同
県
五
話
「
観

，
音
化
レ
蛇
篭
」
・
細
辛
六
話
「
自
戸
賀
茂
一
御
幣
使
三
等
世
事
」
・
同
第
七
話
「

信
濃
国
筑
摩
渇
に
観
音
沐
浴
事
」
・
巻
七
第
五
話
「
長
谷
寺
参
籠
男
利
生
に
あ

っ
か
る
事
」
・
巻
八
第
三
話
「
信
濃
国
聖
賢
」
・
巻
譜
第
六
話
「
歌
よ
み
て
罪

ゆ
る
さ
る
＼
事
」
-
巻
十
一
第
八
話
「
清
水
寺
御
帳
諮
る
女
事
」
・
巻
十
二
第

十
話
「
季
直
少
将
事
」
・
同
点
十
一
話
「
き
こ
り
小
童
隠
題
歌
の
事
」
・
同
第

十
二
話
「
高
忠
謡
歌
よ
む
事
」
・
同
第
十
三
話
「
貫
之
歌
の
事
」
・
同
第
十
四

話
「
東
人
歌
よ
む
事
」
・
同
第
十
五
話
「
河
原
院
雷
公
霊
住
事
」
・
巻
十
五
第

七
話
「
餌
良
縁
野
世
恒
砒
沙
門
御
下
文
事
」
の
諸
説
話
の
冒
頭
語
が
、
内
容
の

異
同
は
と
も
か
く
、
 
「
古
本
説
話
集
」
と
同
じ
く
「
今
は
昔
」
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
巻
十
五
第
六
話
「
極
楽
寺
僧
施
二
仁
王
経
験
㎝
事
」
の
説
話
が
「

是
も
今
は
昔
」
と
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
古
本
説
話
集
」
は
「

今
は
昔
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
と
「
古
本
説

話
集
」
と
は
き
わ
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
も
の
の
、
直
接
の
出
典
関
係
は
な
い

，
と
す
る
一
傍
証
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

 
 
冒
頭
語
に
つ
い
て
は
、
 
「
打
聞
集
」
と
の
関
係
に
も
言
え
る
。
 
「
打
聞
集
」

と
h
宇
治
拾
遣
物
語
」
と
の
間
に
直
接
の
伝
承
関
係
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
は

別
間
題
と
し
て
、
巻
二
二
ご
話
「
静
観
僧
正
祈
レ
雨
法
重
事
」
・
巻
六
第
二
話

 
「
世
尊
寺
に
死
人
掘
馬
事
」
・
五
九
第
二
話
「
宝
志
和
造
影
事
」
・
巻
十
二
第

三
話
「
慈
恵
僧
正
受
戒
の
日
延
引
の
事
」
・
同
第
六
話
「
空
也
上
人
轡
観
音
院
．

ノ
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僧
正
祈
直
す
事
」
・
巻
十
三
第
四
話
「
亀
を
立
て
放
つ
事
」
・
同
第
十
話
「
慈

覚
大
師
入
二
纐
纈
城
一
行
事
」
・
同
第
十
一
話
「
渡
天
の
僧
穴
に
い
る
事
」
・
巻

十
五
第
十
話
「
秦
始
皇
天
竺
よ
り
来
僧
禁
獄
の
事
」
の
説
話
が
、
「
打
聞
集
」

に
三
三
を
持
つ
。
こ
の
申
に
は
、
「
世
尊
寺
に
死
入
掘
出
事
」
・
「
慈
恵
僧
正

受
戒
の
日
延
引
の
事
」
の
ご
と
く
、
と
う
て
い
「
打
聞
集
」
が
典
拠
と
は
考
え

ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。
 
「
打
聞
集
」
は
、
こ
れ
ら
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
と
類

話
を
有
す
る
う
ち
で
、
冒
頭
語
が
附
さ
れ
て
い
な
い
「
世
尊
寺
事
」
・
「
慈
恵

大
師
験
事
」
以
外
は
す
べ
て
冒
頭
を
「
昔
」
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
宇

治
拾
遣
物
語
」
は
、
静
観
僧
正
説
話
・
渡
瀬
の
僧
説
話
・
秦
始
皇
帝
説
話
が
「

今
は
昔
」
と
な
っ
て
い
る
。
他
は
、
 
「
昔
」
あ
る
い
は
「
む
か
し
」
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
な
ど
も
「
世
尊
寺
事
」
・
「
慈
恵
大
師
難
事
」
を
除
く
と
し
て
、

類
話
七
話
中
の
四
話
が
冒
頭
語
を
同
じ
く
す
る
の
は
、
類
話
の
原
形
と
何
ら
か

の
形
で
接
点
が
存
在
す
る
の
を
想
逸
せ
し
め
る
。
編
者
の
そ
の
時
々
に
使
用
し

て
い
た
冒
頭
語
が
合
致
し
た
と
だ
け
で
は
処
理
で
き
ま
い
。
つ
ま
り
、
「
宇
治

拾
遺
物
語
」
諸
説
話
の
冒
頭
語
は
、
説
話
源
と
強
い
関
係
を
持
っ
て
使
用
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
現
在
、
我
々
の
眼
に
接
す
る
説
話
集
は
、
実
際
に
存

在
し
た
説
話
集
の
数
か
ら
見
る
と
、
お
そ
ら
く
何
分
の
一
か
で
あ
ろ
う
。
散
忙

し
、
今
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
く
な
っ
た
説
話
集
は
、
相
当
な
数
で
あ
っ
た
と

考
え
得
る
。
「
打
聞
集
」
・
「
古
本
説
話
集
」
と
の
類
話
か
ら
想
像
し
て
も
、

「
宇
治
拾
遺
物
語
」
は
諸
説
話
集
か
ら
の
抄
出
で
成
り
立
っ
て
い
る
感
が
あ
．

．
る
。
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
諸
説
話
冒
頭
語
は
、
本
書
の
性
質
が
き
わ
め
て
百
々

性
の
強
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
諸
説
話
集
よ
り
の
抄

出
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
一
見
「
雑
纂
的
」
印

象
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
冒
頭
語
は
、
編
者
の
正
確

な
歴
史
意
識
の
も
と
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

頭
語
は
、
我
々
に
い
く
つ
か
の
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

（三）

し
か
し
、
そ
の
冒

 
多
く
の
文
献
か
ら
説
話
を
抄
出
し
、
一
種
独
特
の
世
界
を
作
り
あ
げ
た
「
宇

治
拾
遣
物
語
」
の
編
者
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か
。
益
田
勝
実
氏

の
述
べ
る
ご
と
く
、
「
古
事
談
」
と
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
と
の
間
に
直
接
の
出

典
関
係
が
存
在
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
少
く
と
も
「
古
事
談
」
を
見
る
こ

と
の
で
き
る
よ
う
な
立
場
に
い
た
人
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
巻
頭

を
飾
る
「
道
命
於
二
和
泉
式
部
許
一
読
経
五
條
道
祖
神
聴
聞
事
」
の
説
話
が
、
「

古
事
談
」
第
三
雷
雨
「
道
命
読
経
道
祖
神
聴
聞
事
」
を
典
拠
と
し
た
と
す
る
な

ら
ば
、
本
説
話
末
尾
に
、
「
さ
れ
ば
、
は
か
な
く
さ
は
読
み
奉
る
と
も
、
清
く

て
読
み
奉
る
べ
き
な
り
。
念
仏
、
読
経
四
威
儀
を
破
る
事
な
か
れ
と
、
恵
心
の

御
房
も
戒
給
ふ
に
こ
そ
」
と
附
さ
れ
た
編
者
の
感
想
が
、
 
「
古
事
談
」
に
は
見

ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
ら
、
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
編
者
の
独
自
の
感
想
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
、
日
本
古
典
文
学
大
系
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
頭
注
に
よ
る

と
、
 
「
拾
芥
抄
」
諸
教
誠
部
第
一
六
所
収
「
源
信
僧
都
四
十
一
箇
条
起
請
」
に

「
念
調
読
経
之
問
、
不
レ
可
レ
閾
二
威
儀
こ
と
あ
る
の
が
「
出
典
と
思
わ
れ
る
」

と
い
う
。
と
す
る
と
、
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
編
者
は
、
こ
う
し
た
有
識
故
実
書

を
も
見
る
機
会
を
有
す
る
人
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
説
話
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
問

題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
「
古
事
談
」
と
の
影
響
関
係
の
ご
と
く
、
書
承
の
問
題

だ
け
で
は
な
く
、
本
書
に
は
伝
承
の
経
路
を
伝
え
た
説
話
も
い
く
つ
か
あ
る
。

（60）



こ
の
伝
承
の
経
路
を
示
し
て
い
る
説
話
O
中
で
、
回
想
の
助
動
詞
「
き
」
を
使

用
し
て
い
る
も
の
に
注
目
す
る
と
、
巻
四
第
四
話
「
妹
背
嶋
事
」
に
は
「
妹
背

嶋
と
て
、
土
佐
の
國
の
南
の
沖
に
あ
る
と
そ
、
人
か
た
り
し
」
と
回
想
の
助
動

詞
の
使
用
が
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
説
話
の
類
書
で
あ
る
「
今
昔
物
語
集

」
巻
二
十
六
「
土
佐
男
妹
兄
行
往
一
道
レ
知
嶋
一
語
」
第
十
に
も
「
土
佐
ノ
國
ノ

南
ノ
沖
二
妹
兄
ノ
島
ト
テ
有
ト
ゾ
人
語
リ
シ
」
と
記
さ
れ
、
「
人
語
リ
シ
」
と

な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
つ
ま
り
、
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
「
人
か
た
り

し
」
は
、
 
「
今
昔
物
語
集
」
と
同
原
の
典
拠
を
そ
の
ま
ま
引
い
た
も
の
と
思
わ

れ
、
編
者
の
直
接
見
聞
謳
で
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う

な
例
と
し
て
は
、
巻
六
第
八
話
「
帽
子
児
與
二
孔
子
｝
問
答
事
」
に
「
車
に
の
り

て
、
か
へ
り
給
に
け
る
よ
し
、
人
の
か
た
り
し
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
6
場
合

に
も
言
え
る
。
こ
の
話
は
、
孔
子
が
説
教
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
愚
輩
「
今

昔
物
語
集
」
巻
十
「
孔
子
遣
遙
値
榮
啓
期
聞
語
」
第
十
に
「
車
二
乗
テ
還
ゾ
給

ピ
ケ
ル
。
此
ノ
翁
ノ
名
ヲ
バ
榮
啓
期
ト
ナ
ム
云
ピ
ケ
ル
ト
人
ノ
語
り
伝
ヘ
タ
ル

ト
ヤ
」
と
記
ざ
れ
て
い
る
。
「
人
の
か
た
り
し
な
り
」
と
「
人
ノ
語
り
伝
ヘ
タ

ル
ト
ヤ
」
と
い
う
叙
述
法
が
類
似
し
な
い
と
は
い
え
な
い
。
周
知
の
如
く
「
宇

治
拾
遺
物
語
」
に
は
、
巻
十
三
第
五
話
「
夢
買
人
事
」
の
条
に
「
さ
れ
ば
、
夢

を
人
に
聞
か
す
ま
じ
き
な
り
と
、
い
ひ
つ
た
へ
た
る
」
、
巻
十
三
第
十
二
話
「

寂
昭
上
人
飛
レ
鉢
事
」
の
条
に
「
そ
の
時
、
王
よ
り
は
じ
め
て
、
止
ご
と
な
き

人
な
り
と
て
拝
み
け
る
と
そ
申
伝
た
る
」
、
巻
十
三
第
十
三
話
「
清
瀧
川
聖
議

し
の
条
に
「
仏
の
に
く
み
て
、
ま
さ
る
聖
を
ま
う
け
て
、
あ
は
せ
ら
れ
け
る
な

り
と
そ
か
た
り
伝
た
る
」
と
い
う
類
似
の
文
章
が
あ
る
他
は
、
一
説
話
と
て
「

ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
・
い
う
形
式
を
と
っ
た
も
の
は
な
い
。
こ
の
孔

子
説
話
に
つ
い
て
、
、
日
本
古
典
文
学
大
系
「
今
昔
物
語
集
」
頭
注
に
は
「
本
語

「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
伝
承
と
成
立

は
、
荘
子
巻
第
十
漁
父
第
三
十
一
も
し
く
は
葦
子
巻
第
一
矢
瑞
第
一
に
妙
華
或

は
要
略
し
或
は
敷
亡
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
第
四
段
中
に
説
く
三
楽
説

は
、
准
南
子
巻
第
九
主
術
訓
養
し
く
は
説
苑
国
里
十
七
、
雑
言
に
基
く
も
の
の

如
く
で
あ
る
。
宇
治
拾
遣
物
語
上
宋
二
⑳
の
類
は
、
三
筆
と
同
巧
だ
が
、
三
楽

説
を
欠
く
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
人
の
か
た
り
し
な
り
」
と
「
入
ノ
語
り
伝

ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
い
う
類
似
の
叙
述
法
は
、
全
く
両
者
が
無
関
係
に
そ
れ
ぞ
れ

独
自
な
叙
述
法
を
と
っ
た
と
い
う
の
な
ら
ば
別
問
題
だ
が
、
散
供
文
献
が
存
在

し
、
そ
こ
か
ら
「
今
昔
物
語
集
」
へ
流
れ
、
一
方
に
お
い
て
「
宇
治
拾
遺
物
語

」
へ
と
流
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
孔
子
と
い
う
人

物
の
登
場
か
ら
考
え
て
も
、
「
か
た
り
し
な
り
」
と
叙
し
た
も
の
の
編
者
の
直

接
伝
承
し
た
説
話
で
な
い
こ
と
は
無
論
で
あ
り
、
同
時
に
、
類
話
の
存
在
か
ら

考
え
て
、
先
行
文
献
に
引
き
ず
ら
れ
た
記
述
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

 
巻
十
第
五
話
「
播
磨
守
さ
だ
ゆ
ふ
が
事
」
の
説
話
の
末
尾
に
「
河
内
前
司
か

た
り
し
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
冒
頭
に
は
、

 
 
今
は
昔
、
播
磨
の
守
公
行
が
子
に
、
さ
だ
ゆ
ふ
と
て
、
五
條
わ
た
り
に
あ

 
 
り
し
も
の
は
、
こ
の
比
あ
る
、
あ
き
む
ね
と
い
ふ
毛
の
の
父
な
り
。
そ
の

 
 
さ
だ
ゆ
ふ
は
、
阿
波
守
さ
と
な
り
が
供
に
、
阿
波
へ
く
だ
り
け
る
に
、
道

 
 
に
て
死
に
け
り
。
そ
の
さ
だ
ゆ
ふ
は
、
河
内
前
司
と
い
ひ
し
人
の
類
に
て

 
 
ぞ
あ
り
け
る
。

と
記
さ
れ
、
さ
だ
ゆ
ふ
の
死
に
ま
つ
わ
る
こ
の
話
は
一
族
の
河
内
前
司
が
伝
え

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
だ
ゆ
ふ
の
父
公
行
は
、
長
元
六
年
（
一
〇
三
三
）
に
他

界
し
た
人
物
で
あ
る
か
ら
、
本
書
の
成
立
の
頃
か
ら
考
え
る
と
、
冒
頭
に
「
今

は
昔
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
り
、
編
者
が
直
接
伝
聞
し
た
も
の
で
な

い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
類
話
で
あ
る
「
今
昔
物
語
集
」
巻
二
十
七
「
河
内
國
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禅
師
牛
為
・
霊
被
・
借
語
」
第
二
十
六
の
末
尾
に
は
「
此
レ
ハ
河
内
ノ
禅
司
が
語

り
シ
也
。
此
レ
極
メ
テ
怖
シ
キ
事
也
ト
ナ
ム
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
、
本
説

話
と
同
様
の
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
書
の
「
か
た
り
し
也
」

と
い
う
一
文
が
、
「
今
昔
物
語
集
」
本
説
話
の
典
拠
と
「
同
原
と
思
わ
れ
る
」
（

日
本
古
典
文
学
大
系
「
今
昔
物
語
集
」
頭
注
）
先
行
文
献
の
記
述
を
そ
の
ま
ま

引
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
本
説
話
冒
頭
に
「
今
は
昔
」
と
記
し

な
が
ら
も
、
「
こ
の
比
あ
る
あ
き
む
ね
と
い
ふ
も
の
の
父
な
り
」
と
記
し
た
の

は
、
先
行
文
献
に
引
き
ず
ら
れ
た
も
の
と
は
い
え
、
明
き
ら
か
に
編
者
の
不
手

ぎ
わ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
同
様
な
例
は
、
巻
十
三
第
三
話
「
俊
宣
ま
ど
は
し

神
に
心
事
」
に
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
説
話
末
尾
に
は
、
 
「
と
し
の
ぶ

が
ま
さ
し
う
か
た
り
し
こ
と
な
り
」
と
記
さ
れ
、
冒
頭
に
は
「
今
は
昔
、
三
無

院
の
八
幡
の
行
幸
に
、
左
京
属
に
て
、
く
に
の
と
し
の
ぶ
と
い
ふ
も
の
の
供
養

し
た
り
け
る
に
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
三
條
院
の
石
清
水
八
幡
宮
行
幸
は
、
長

（
一
〇
＝
二
V

和
二
年
十
一
月
二
十
八
日
（
日
本
雪
嶺
）
の
こ
と
で
あ
り
、
文
字
通
り
「
今
は

昔
」
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
説
話
に
は
「
と
し
の
ぶ
が
ま
さ
し
う
か
た

り
し
こ
と
な
か
」
と
、
あ
た
か
も
編
者
自
身
が
伝
承
し
た
か
の
ご
と
き
表
記
を

行
っ
て
い
る
。
本
説
話
の
類
話
で
あ
る
「
今
昔
物
語
集
」
巻
二
十
七
「
左
京
属
，

邦
利
延
々
二
階
神
一
語
」
第
四
十
二
に
は
「
今
昔
、
三
條
ノ
院
ノ
天
皇
ノ
御
時
二
、

石
清
水
ノ
行
幸
有
ケ
ル
ニ
、
左
京
ノ
聯
邦
ノ
利
延
ト
云
フ
者
供
奉
シ
テ
仕
タ
リ

ケ
ル
一
こ
と
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
と
ほ
ぼ
同
様
な
叙
述
が
な
さ
れ
、
末
尾
に
は

「
此
レ
ハ
利
延
が
語
り
シ
也
。
希
有
ノ
事
ナ
レ
バ
此
ク
語
り
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
と
し
の
ぶ
が
ま
さ
し
う
か
た
り
し
こ
と
な
り
」
と
「
此

レ
ハ
利
延
が
語
り
シ
也
」
一
と
い
う
類
似
の
文
が
全
く
無
縁
と
は
思
わ
れ
な
い
。

こ
の
筋
合
も
、
「
今
昔
物
語
集
」
と
「
同
原
と
思
わ
れ
る
」
先
行
文
献
記
載
の

 
ま
ま
に
記
し
た
も
の
で
あ
・
ろ
う
。

 
 
右
に
引
い
た
四
話
は
、
一
見
、
編
者
の
直
接
伝
承
説
話
の
ご
と
き
印
象
を
与

'
え
る
も
の
の
、
実
は
先
行
文
献
に
記
さ
れ
て
い
る
の
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い

 
た
例
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
巻
十
第
九
話
「
小
槻
當
平
野
」
は
、
當
平
の
子
茂

 
助
が
物
忌
の
戒
め
を
破
り
呪
い
殺
さ
れ
る
話
で
、
こ
の
説
話
の
末
尾
に
は
「
さ

 
て
、
其
の
ろ
ひ
ご
と
せ
さ
せ
し
人
も
、
い
く
ほ
ど
な
く
て
、
映
に
あ
ひ
て
、
し

 
に
け
り
と
そ
。
身
に
負
ひ
け
る
に
や
、
あ
さ
ま
し
き
事
な
り
と
な
ん
人
の
か
た

 
り
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
人
の
か
た
り
し
」
と
い
う
一
文
が
、
説
話

 
の
伝
承
者
の
言
葉
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
こ
の
説
話
を
聞
い
た
者
が
、
説
話
の

 
内
容
に
つ
い
て
「
昆
に
負
ひ
け
る
に
や
、
あ
さ
ま
し
き
事
な
り
」
と
い
う
感

 
想
を
吐
露
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
明
確
で
な
い
。
本
説
話
は
、
茂
助
の
父
を
「

 
小
槻
當
平
」
と
伝
え
、
「
今
昔
物
語
集
」
は
「
小
槻
ノ
糸
平
」
と
伝
え
る
な
ど

 
 
 
 
 
 
 
 
（
九
二
九
）

 
相
違
が
あ
る
が
、
延
長
七
年
に
他
界
し
た
當
平
の
子
の
説
話
な
ら
ば
、
当
然
「

 
い
ま
は
昔
」
の
こ
と
で
あ
る
。
本
説
話
の
類
話
「
今
昔
物
語
集
」
巻
二
十
四
「

 
以
二
陰
陽
術
一
殺
レ
人
語
」
第
十
八
に
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
「
宇
治
拾
遺
物

 
事
」
頭
注
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、
呪
い
ご
と
を
さ
せ
た
人
が
死
ん
だ
こ

 
と
を
伝
え
て
は
い
な
い
。
そ
し
て
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
は
、
 
「
身
に
負
ひ
け

 
る
に
や
、
あ
さ
ま
し
き
事
な
り
と
な
ん
人
の
か
た
り
し
」
と
い
う
一
文
も
見
る

 
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
す
る
と
、
「
人
の
か
た
り
し
」
の
「
人
」
が
．
「
か
た
」

 
つ
た
内
容
は
、
お
そ
ら
く
「
身
に
負
ひ
け
る
に
や
、
，
あ
さ
ま
し
き
事
な
り
」
の

 
み
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
の
「
人
の
か
た
り
し
」
の
効
用
は
、
説
話

 
に
対
す
る
編
者
の
感
想
を
一
層
説
劇
的
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き

 
な
い
。
だ
が
、
 
「
人
の
か
た
ゆ
し
」
が
、
先
行
文
献
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
を

 
そ
の
ま
ま
採
っ
た
の
か
ど
う
か
は
明
確
で
な
い
。

（62）



 
巻
五
第
十
三
話
「
山
横
川
賀
能
地
蔵
書
」
は
、
破
戒
無
漸
の
賀
能
ち
院
が
、

噛
生
前
地
蔵
を
い
さ
さ
か
拝
ん
だ
が
ゆ
え
に
地
獄
か
ら
救
わ
れ
る
と
い
う
話
。
本

説
話
の
末
尾
に
、

 
 
 
（
僧
都
は
）
さ
て
夢
さ
め
て
、
涙
と
ま
ら
ず
し
て
、
い
そ
ぎ
お
は
し
て
、

 
 
塔
の
許
を
み
給
へ
ば
、
う
つ
㌧
に
も
、
地
蔵
た
ち
給
へ
り
。
御
足
を
み
れ

 
 
ば
、
実
に
や
け
給
へ
り
。
 
（
中
略
）
さ
て
、
泣
く
く
こ
の
地
蔵
を
い
だ

 
 
き
出
し
奉
給
て
け
り
。
今
に
お
は
し
ま
す
。
二
尺
五
寸
斗
の
ほ
ど
に
こ
そ

 
 
と
、
人
は
語
り
し
。
是
暴
け
る
人
は
、
お
が
み
奉
り
け
る
と
そ
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
右
記
文
中
の
「
人
は
語
り
し
」
．
の
「
人
」
が
「
語
」
つ
た

の
は
、
地
蔵
の
大
き
さ
と
「
今
に
お
は
し
ま
す
」
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
ろ

う
。
本
説
話
の
最
初
の
語
り
手
は
、
賀
能
ち
院
の
師
の
「
僧
都
」
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
賀
能
ち
院
と
い
う
名
は
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
僧
都
の
名
は
判

然
と
し
な
い
。
は
た
し
て
、
本
説
話
の
創
作
者
を
「
僧
都
」
と
断
定
し
て
良
い

■
で
あ
ろ
う
か
。
本
説
話
の
類
話
で
あ
る
「
元
亨
釈
書
」
に
「
僧
都
」
は
登
場
し

な
い
。
ス
ト
ー
リ
ィ
も
、
 
「
元
亨
軍
書
」
は
、
賀
能
が
横
川
般
若
谷
を
過
ぎ
る

時
、
雨
に
濡
れ
て
い
る
地
蔵
に
笠
を
か
け
て
や
っ
た
功
徳
に
よ
り
、
死
後
蘇
生

す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
「
地
蔵
菩
薩
霊
験
記
」
に
し
ば
く
見
る
よ
う
な
蘇
…
生

謳
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
説
話
そ
の
も
の
は
、
 
「
宇
治
拾
遣
物
語
」
よ
り

も
原
始
的
な
痕
跡
を
伝
え
て
い
る
感
が
あ
る
。
「
元
亨
胸
黒
」
の
典
拠
は
「
宇
治

拾
遺
物
語
」
で
は
あ
る
ま
い
。
賀
能
の
地
蔵
に
ま
つ
わ
る
こ
の
説
話
は
、
散
侠

文
献
の
存
在
を
推
察
せ
し
め
る
。
そ
し
て
、
案
外
、
本
説
話
は
、
叡
山
あ
た
り

で
語
ら
れ
た
も
の
が
一
そ
の
原
始
的
形
態
は
、
「
元
亨
釈
書
」
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
が
-
1
、
 
「
僧
都
の
夢
し
を
附
加
す
る
な

ど
地
蔵
の
霊
験
を
強
調
す
る
説
話
へ
と
発
展
し
て
行
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た

「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
伝
承
と
成
立

か
。
 
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
に
は
編
者
自
身
の
直
接
伝
承
し
た
話
が
存
在
す
る
か

ど
う
か
は
、
極
め
て
疑
わ
し
い
。
本
書
は
、
 
「
書
承
的
契
機
の
濃
い
説
話
集
」

で
あ
り
、
「
書
章
関
係
の
ま
だ
検
索
さ
れ
て
い
な
い
五
十
余
話
の
申
に
も
、
紅

そ
ら
く
散
侠
書
か
ら
の
書
承
関
係
を
持
つ
説
話
が
あ
り
得
る
」
 
（
西
尾
光
一
氏

「
中
世
説
話
文
学
論
」
）
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
出
典
を
明
記
し
て
い

る
巻
五
葉
四
話
「
範
久
阿
煮
込
西
方
を
後
に
せ
ぬ
事
」
 
（
類
話
は
「
続
本
朝
往

生
伝
」
）
が
、
 
「
往
生
伝
に
入
る
と
か
」
と
記
し
な
が
ら
も
両
書
に
積
極
的
な

伝
承
関
係
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
く
、
当
店
第
一
話
「
廣
貴
炎
魔
王

宮
へ
召
る
㌧
事
」
で
「
日
本
の
法
華
験
記
に
見
え
た
る
と
な
ん
」
と
記
さ
れ
て

い
な
が
ら
も
「
本
朝
法
華
・
験
記
」
に
は
見
ら
れ
な
い
と
い
ヶ
事
実
な
ど
に
も
、

や
は
り
散
侠
文
献
の
存
在
を
想
像
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
四

 
 
 
 
 
 
 
（

 
本
書
の
成
立
年
時
に
つ
い
て
は
、
諸
家
の
間
で
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
て
来

た
。
し
か
し
、
諸
説
区
々
で
あ
り
、
正
確
に
は
分
ら
な
い
状
態
で
あ
る
。
と
こ

ろ
で
、
後
人
の
手
に
よ
っ
た
も
の
か
ど
う
か
は
別
問
題
と
し
て
、
現
存
流
布
本

．「

F
治
拾
遺
物
語
」
の
成
立
年
時
を
考
え
る
上
で
、
巻
十
五
第
五
話
「
土
佐
判

官
代
通
清
人
違
し
て
関
白
殿
に
あ
ひ
奉
る
事
」
の
説
話
は
種
々
の
問
題
を
含
ん

で
い
る
。
類
話
で
あ
る
「
聖
訓
抄
」
巻
第
一
「
土
佐
判
官
代
道
管
好
色
事
」

は
、
冒
頭
に
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
と
同
じ
く
「
道
清
」
の
数
寄
ぶ
ヶ
を
菰
え
、

次
に
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
で
は
三
十
三
行
に
わ
た
っ
て
好
色
家
道
清
が
女
房

の
前
で
醜
態
を
さ
ら
す
話
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
好
色
話
が
「
宇
治
拾
遺
物
語

」
に
は
存
在
し
な
い
。
そ
し
て
「
若
盛
抄
」
は
こ
の
次
に
、
道
清
が
後
徳
大
寺
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左
大
臣
（
実
定
）
と
「
関
白
殿
」
と
を
間
違
え
る
話
を
伝
え
て
い
る
。
つ
ま

り
、
 
「
十
訓
抄
」
冒
頭
文
と
道
清
（
但
し
、
宇
治
拾
遺
物
語
は
「
通
清
」
）
が

関
白
殿
を
実
定
と
間
違
え
た
話
を
つ
な
ぎ
合
せ
る
と
、
 
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
本

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
＝
八
九
）

説
話
と
な
る
。
藤
原
実
定
が
「
左
大
臣
」
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
、
文
治
五
年
十

月
十
日
の
こ
と
で
あ
り
、
翌
建
久
元
年
七
月
十
七
日
に
は
職
を
辞
b
て
い
る
。

つ
ま
り
、
本
説
話
は
、
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
後
藤
丹
治
氏
の
い
う
原
作
年

代
を
建
暦
二
年
か
ら
承
久
三
年
ま
で
と
す
る
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
成
立
時
に

近
い
話
と
な
る
。
し
か
も
、
冒
頭
に
は
「
今
は
昔
」
と
い
う
表
記
が
あ
る
。
 
「

十
訓
抄
」
の
成
立
は
、
建
長
四
年
で
あ
る
。
 
「
十
訓
抄
」
の
説
話
配
列
は
、
同

類
説
話
の
配
列
が
原
則
で
あ
り
、
道
清
が
鳥
帽
子
を
落
し
た
本
説
話
と
同
類
と

い
う
意
味
で
、
次
説
話
「
史
大
夫
朝
詩
調
鳥
帽
子
路
上
関
白
忠
通
事
」
が
配
置

さ
れ
だ
と
す
る
と
、
案
外
、
本
説
話
は
、
 
「
十
訓
抄
」
で
定
着
し
た
説
話
で
あ

O
た
か
も
し
れ
な
い
。
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
成
立
年
時
を
決
定
す
る
上
で
、

古
来
間
題
視
さ
れ
て
来
た
巻
十
ご
第
二
十
三
話
「
水
無
雪
娘
む
さ
～
び
事
」
は

冒
頭
が
「
後
鳥
羽
院
御
言
」
と
な
っ
て
い
て
、
 
「
今
は
昔
」
と
か
「
昔
」
と
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
四
二
）

つ
た
表
記
は
附
さ
れ
て
い
な
い
。
後
鳥
羽
院
の
誰
号
は
、
仁
治
三
年
に
贈
ら
れ

た
も
の
と
い
う
か
ら
、
 
「
十
落
書
」
の
成
立
に
は
十
年
前
の
こ
と
ど
な
る
。
 
「

回
訓
抄
」
．
に
見
る
道
清
説
話
が
、
 
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
に
は
存
在
し
な
い
好
色

話
を
含
ん
で
い
る
点
か
ら
、
説
話
の
伝
承
過
程
と
し
て
、
 
「
宇
治
拾
遺
物
語
」

か
ら
「
十
訓
抄
」
へ
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
「
十
訓
話
」

本
説
話
中
の
好
色
話
を
省
き
、
冒
頭
文
と
鳥
帽
子
説
話
と
が
結
合
し
た
形
で
「

，
宇
治
拾
遺
物
語
」
本
説
話
と
な
っ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
 
「
通
清
」

と
「
埋
門
」
之
い
う
相
違
は
、
誤
写
も
考
え
得
る
。
 
「
む
か
し
」
と
か
「
今
は

昔
」
と
い
っ
た
冒
頭
語
が
「
群
落
」
を
な
し
て
い
る
と
い
う
傾
向
か
ら
す
る
と

巻
十
二
第
十
話
「
罫
書
少
将
事
」
か
ら
同
巻
第
二
十
二
話
「
陽
成
院
ば
け
物
の

事
」
ま
で
は
連
続
し
て
十
三
話
が
「
今
は
昔
」
の
表
記
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し

て
次
の
第
二
十
三
話
「
水
無
蓋
勇
む
さ
～
び
の
事
」
が
冒
頭
を
「
後
鳥
羽
院
巳

時
」
と
し
、
次
の
第
二
十
四
話
コ
條
淺
敷
屋
号
の
事
」
か
ら
巻
十
三
第
三
話

「
俊
宣
ま
ど
は
し
神
に
あ
ふ
事
」
ま
で
連
続
し
て
四
話
「
今
は
昔
」
の
表
記
を

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
 
「
後
鳥
羽
院
男
時
」
の
説
話
は
、
冒
頭
語
に
注
目
し
た

時
、
少
く
と
も
「
群
落
」
を
乱
し
て
い
る
。
し
か
し
「
類
聚
意
識
」
と
い
う
点

か
ら
す
る
と
、
第
二
十
二
話
「
霧
雪
院
ば
け
物
の
事
」
、
第
二
十
四
話
コ
條

淺
甲
屋
鬼
の
事
」
と
い
う
同
類
説
話
の
連
続
か
ら
考
え
て
、
 
「
後
鳥
羽
院
熱
時

」
 
（
水
無
品
殿
む
さ
㌧
び
の
事
）
説
話
が
、
こ
こ
に
配
置
さ
れ
て
い
て
も
、
少

し
も
不
思
議
で
は
な
い
。
一
方
、
通
清
説
話
は
、
 
「
類
聚
意
識
」
と
い
う
点
か

ら
す
る
と
、
そ
れ
を
顕
著
に
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
も
の
の
、
冒
頭
語
と

い
う
点
に
注
目
す
る
と
、
巻
十
五
第
三
話
「
賀
茂
祭
か
へ
り
武
正
兼
行
御
覧
事

」
か
ら
同
巻
第
六
話
「
極
楽
寺
出
撃
二
仁
王
経
験
一
事
」
の
説
話
ま
で
連
続
四
話

が
「
是
も
今
は
昔
」
を
冒
頭
語
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、
第
五
話
が
通
清
説
話

で
あ
る
。
類
聚
意
識
・
冒
頭
語
と
い
う
点
か
ら
考
え
る
と
、
「
後
鳥
羽
院
御
覧
」

説
話
も
通
清
説
話
も
こ
こ
に
配
置
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
何
ら
不
思
議
は
な

か
っ
た
と
い
え
る
。

 
「
十
訓
抄
」
の
説
話
配
列
法
か
ら
考
え
て
、
道
清
説
話
が
後
人
に
よ
る
増
補

説
話
で
な
く
、
ま
た
、
説
話
そ
の
も
の
の
内
容
よ
り
、
「
宇
治
拾
遣
物
語
」
か

ら
「
十
訓
抄
」
へ
と
い
う
伝
承
も
考
え
ら
れ
ず
、
し
か
も
現
在
、
他
に
類
話
を

発
見
で
き
ず
、
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
に
「
こ
れ
も
今
は
昔
」
と
記
さ
れ
て
い
る

点
を
考
え
る
ど
、
 
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
三
農
説
話
は
、
 
「
十
訓
抄
」
を
曲
一
如

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
九
一
）

と
し
た
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
藤
原
実
定
の
麗
．
年
（
建
久
二
年
子
十
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二
月
二
日
）
か
ら
「
十
訓
電
」
成
立
ま
で
の
六
十
四
年
と
い
う
差
違
は
、
「
宇

治
拾
遺
物
語
」
に
「
こ
れ
も
今
は
昔
」
と
記
し
て
良
い
年
月
と
い
え
る
。
本
書

の
通
清
説
話
が
、
 
「
十
訓
抄
」
収
載
「
道
清
」
の
好
色
話
を
省
い
た
冒
頭
文
と

鳥
帽
子
説
話
と
か
ら
形
成
さ
れ
た
も
の
と
す
る
と
、
 
「
こ
れ
も
今
は
昔
」
と
い

う
冒
頭
語
を
冠
し
た
背
景
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
存
在
し
た
と
推
察
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
「
後
鳥
羽
院
御
時
」
に
「
昔
」
と
か
「

今
は
昔
」
と
い
う
表
記
を
し
な
か
っ
た
問
題
も
氷
解
し
、
同
時
に
「
宇
治
拾
遺

物
語
」
の
成
立
は
i
控
え
目
に
言
っ
て
現
存
流
布
本
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の

成
立
は
、
「
十
詠
嘆
」
成
立
の
建
長
四
年
以
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（五）

 
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
編
者
が
、
そ
の
収
載
し
た
説
話
中
で
、
帝
・
公
卿
．
僧

正
・
僧
都
と
い
っ
た
階
級
の
人
物
に
徹
底
し
た
敬
意
表
現
を
行
っ
て
い
る
の
は

事
実
で
あ
る
。
参
議
小
野
篁
の
説
話
で
は
、
訓
話
に
敬
意
表
現
が
な
い
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
本
書
で
は
附
加
さ
れ
て
い
た
り
す
る
。
そ
し
て
、
巻
九
第
六
話

「
歌
よ
み
て
罪
ゆ
る
さ
る
～
事
比
に
登
場
す
る
大
隅
守
に
対
し
て
行
わ
れ
た
誤

写
に
よ
る
間
違
い
と
思
わ
れ
る
敬
意
表
現
を
除
き
、
一
説
話
と
し
て
国
司
階
級

に
敬
意
表
現
を
行
っ
て
は
い
な
い
。
国
司
階
級
の
み
で
は
な
く
、
殿
上
人
、
下

級
官
吏
、
武
人
と
い
っ
た
人
物
に
は
、
徹
底
し
て
敬
意
表
現
を
行
っ
て
は
い
な

い
。
一
方
、
本
書
に
登
場
す
る
僧
界
の
人
物
で
徹
底
し
た
敬
意
表
現
を
行
っ
て

い
る
例
と
し
て
、
余
慶
僧
正
と
増
賀
上
人
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
余
慶
の

登
場
す
る
巻
十
二
第
六
話
「
空
也
上
人
腎
観
音
院
僧
正
祈
濡
事
」
の
説
話
で

ば
、
空
也
に
対
し
て
全
く
の
敬
意
表
現
が
見
ら
れ
な
い
の
に
、
余
慶
に
対
し
て

「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
伝
承
と
成
立

は
徹
底
し
た
敬
意
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
説
話
の
無
智
で
あ
る
「
打
聞
集

」
二
十
六
「
公
野
聖
事
」
に
は
余
慶
に
対
し
て
は
何
の
敬
意
表
現
も
行
っ
て
は

い
な
い
。
同
様
に
、
巻
十
二
第
七
話
「
増
戸
上
人
三
條
宮
に
参
り
振
舞
事
」
に

登
場
す
る
増
賀
に
対
す
る
敬
意
表
現
は
完
壁
で
あ
る
が
、
類
話
で
あ
る
「
今
昔

物
語
集
」
宝
算
十
九
「
三
條
太
皇
大
后
宮
出
家
語
」
で
は
、
増
賀
を
「
聖
人
」

と
は
記
し
て
い
る
も
の
の
、
敬
意
表
現
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
 
「
宇
治
拾
遺
物

語
」
本
説
話
の
典
拠
が
「
同
原
」
で
あ
る
と
す
る
と
、
一
方
に
お
い
て
高
話
太

や皇
大
后
宮
に
対
す
る
敬
意
表
現
が
あ
り
な
が
ら
も
子
鼠
に
対
す
る
そ
れ
が
な

く
、
一
方
が
増
賀
に
対
し
て
完
壁
な
敬
意
表
現
が
見
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
そ

こ
に
増
賀
上
人
に
対
す
る
編
者
の
意
識
を
感
じ
な
い
で
は
お
ら
れ
な
い
。
さ
ら

臨
、
前
掲
余
慶
僧
正
が
三
井
寺
系
の
僧
侶
で
あ
り
、
増
賀
上
人
は
叡
山
系
の
僧

（
良
源
弟
子
）
で
あ
り
、
両
者
と
も
天
台
系
の
人
物
で
あ
る
こ
と
に
共
通
点
を

払
い
出
す
。
話
が
前
後
す
る
が
、
「
日
本
往
生
極
楽
記
」
の
作
者
に
往
生
人
と

し
て
扱
わ
れ
、
阿
弥
陀
聖
・
市
聖
と
称
さ
れ
た
空
也
上
人
に
対
し
、
 
「
宇
治
拾

遺
物
語
」
編
者
が
地
の
文
で
は
一
切
敬
意
表
現
を
行
っ
て
い
な
い
の
は
注
目
す

べ
き
事
実
と
い
え
る
。
夢
話
で
あ
る
「
打
聞
集
」
で
は
、
空
也
・
余
慶
い
ず
れ

に
対
し
て
も
敬
意
表
現
を
行
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
本
書
に
お
い
て
余
慶

僧
正
の
み
に
敬
意
表
現
が
見
ら
れ
、
地
の
文
に
於
い
て
は
空
也
に
対
す
る
そ
れ

が
な
い
。
 
「
発
心
集
」
第
一
「
千
観
内
供
遁
世
籠
居
事
」
に
登
場
す
る
空
也
に

対
し
て
は
、
敬
意
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。
 
「
発
心
集
」
編
者
と
「
宇
治
拾
遺

物
語
」
編
者
と
の
立
場
の
相
違
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論
、
本
書
編
者
が
、
剃
髪
者

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
明
確
で
な
い
。

 
本
書
編
者
が
、
収
載
し
た
説
話
そ
の
も
の
は
と
も
か
く
と
し
て
、
帝
・
公
卿

・
僧
正
・
僧
都
と
い
っ
た
階
級
の
人
物
に
対
し
て
き
ち
ん
と
敬
意
を
払
っ
て
い
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9

る
の
は
、
そ
れ
自
体
当
時
に
あ
っ
て
は
、
き
わ
め
て
常
識
的
な
こ
と
で
あ
っ
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
一
方
、
巻
一
第
一
話
「
道
曽
於
二
和
泉
式
部
許
一
読
経

五
條
道
祖
神
聴
聞
事
」
の
末
尾
に
「
恵
心
の
御
房
も
戒
給
ふ
に
こ
そ
」
と
言
っ

て
「
念
仏
、
読
経
四
威
儀
を
や
ぶ
る
事
な
か
れ
」
と
い
う
一
文
を
附
加
し
た
の

は
と
も
す
れ
ば
、
道
命
の
好
色
話
、
読
経
名
人
を
伝
え
る
説
話
と
し
か
と
れ
な

い
本
説
話
を
、
こ
の
教
訓
に
よ
っ
て
、
 
「
古
事
談
」
の
段
階
と
は
違
っ
た
形
に

し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
正
確
に
言
え
ば
、
本
書
編
者
が
最
も
完
壁
に
敬
意
を
払

っ
た
の
は
、
公
卿
・
僧
正
・
僧
都
た
ち
に
対
し
て
で
は
な
い
。
仏
に
対
し
て
で

あ
る
。
巻
一
第
三
話
「
鬼
に
痩
と
ら
る
㌧
事
」
に
登
場
す
る
翁
に
つ
い
て
「
物

の
つ
き
た
り
け
る
に
や
、
又
し
か
る
べ
く
神
仏
の
お
も
は
せ
給
ひ
け
る
に
や
」

と
推
測
し
、
同
巻
第
十
六
話
「
尼
地
蔵
見
奉
る
事
」
の
末
尾
に
は
、
 
「
さ
れ
ば

心
に
だ
に
も
ふ
か
く
念
じ
つ
れ
ば
、
仏
も
見
え
給
ふ
な
り
け
り
と
信
ず
べ
し
」

と
い
う
教
訓
を
記
す
に
い
た
る
。

 
○
世
の
末
な
れ
ど
も
、
三
宝
お
は
し
ま
し
け
り
と
な
ん
。
 
（
鼻
血
第
四
話
「

 
 
山
ぶ
し
舟
祈
返
事
」
）

 
○
梵
釈
諸
天
、
き
た
り
て
ま
も
り
暴
け
れ
ば
、
は
か
ら
ざ
る
に
宝
出
き
て
、

 
 
家
の
内
ゆ
た
か
に
な
り
ぬ
。
命
終
る
に
、
い
よ
く
心
仏
を
念
じ
入
て
、

 
 
浄
土
に
す
み
や
か
に
参
り
て
け
り
。
こ
の
こ
と
を
聞
み
る
人
、
貴
み
あ
は

 
 
れ
み
け
る
と
な
ん
。
 
（
巻
十
二
第
十
八
話
「
悪
俗
観
仏
福
富
事
」
）
、

 
○
こ
れ
は
優
婆
蠣
多
の
弟
子
の
僧
、
か
し
こ
け
れ
ど
も
、
心
よ
は
く
、
女
に

 
 
近
づ
き
け
り
。
こ
れ
は
い
と
け
な
け
れ
ど
も
、
心
づ
よ
く
て
、
女
人
に
近

 
 
づ
か
ず
。
か
る
が
故
に
、
文
殊
、
こ
れ
を
か
し
こ
き
者
な
れ
ば
、
教
化
し

 
 
て
仏
道
に
入
し
め
給
な
り
。
さ
れ
ば
、
世
の
人
、
戒
を
ば
や
ぶ
る
べ
か
ら

 
 
ず
。
 
（
巻
十
四
第
一
話
「
海
雲
比
丘
弟
子
童
事
」
）

 
敬
意
表
現
を
通
し
て
見
る
限
り
に
於
い
て
、
本
書
編
者
が
、
ご
く
常
識
的
な

人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
。
そ
し
て
、
 
「
不
思
議
の
事
な
れ

ば
、
末
の
世
の
物
が
た
り
に
か
く
し
る
せ
り
也
」
 
（
巻
二
曲
二
話
「
静
観
僧
正

祈
レ
雨
法
験
事
」
）
・
「
世
の
末
な
れ
ど
も
、
三
宝
お
は
し
ま
し
け
り
と
な
ん
」

（
巻
三
第
四
話
「
山
ぶ
し
舟
祈
返
事
」
）
・
「
さ
て
末
の
世
ま
で
も
か
た
り
つ

た
ふ
る
な
り
け
り
」
 
（
巻
雲
第
六
話
「
小
野
宮
大
饗
事
・
西
宮
殿
富
小
路
大
臣

大
饗
事
」
）
・
「
世
の
末
ぞ
か
し
と
口
惜
し
か
り
け
り
」
 
（
画
影
第
五
話
「
東

大
寺
華
厳
会
事
」
）
と
隔
所
に
宋
世
意
識
を
吐
露
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
末
世

意
識
は
、
当
時
代
の
人
聞
な
ら
ば
誰
し
も
持
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

意
味
で
、
 
「
宇
治
露
坐
物
語
」
に
見
る
末
世
思
想
を
と
り
た
て
て
論
じ
る
必
要

は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
末
世
思
想
が
、
ご
く
常
識
的
な
も
の

と
は
い
う
も
の
の
、
仏
教
思
想
と
結
び
つ
い
て
い
る
以
上
、
ど
う
い
う
場
合
に

編
者
が
現
世
を
末
世
と
慨
嘆
し
て
い
る
か
を
検
討
す
る
必
要
ぽ
あ
み
う
。
前
掲

「
末
世
」
の
例
は
、
大
饗
の
説
話
以
外
は
、
す
べ
て
仏
教
説
話
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
く
。
こ
の
乙
と
と
関
連
し
て
、
本
書
に
は
、
説
法
名
人
仲
胤
僧
都
の
世
界

が
入
り
こ
ん
で
い
る
。
登
場
す
る
人
物
も
、
こ
の
血
豆
め
他
、
静
観
・
覚
猷
・

慈
恵
・
浄
蔵
・
寂
心
・
増
賀
・
慈
覚
・
青
蓮
院
座
主
・
智
海
法
印
・
範
久
と
い

っ
た
叡
山
系
の
僧
、
そ
し
て
心
誉
・
増
誉
・
御
室
戸
僧
正
・
余
慶
・
寛
朝
と
い

っ
た
三
井
寺
系
の
僧
、
す
な
わ
ち
、
天
台
系
の
僧
侶
が
多
い
こ
と
も
特
色
と
い

え
る
。
そ
し
て
、
著
名
な
児
と
か
い
も
ち
の
話
も
児
と
桜
の
話
も
叡
山
で
の
こ

と
で
あ
る
。
 
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
が
世
俗
説
話
集
で
あ
る
の
か
、
仏
教
説
話
集

で
あ
る
の
か
と
い
う
区
分
の
問
題
は
難
解
で
あ
る
。
西
尾
光
一
氏
は
「
中
世
説

話
文
学
論
」
の
中
で
、
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…
…
…
『
宇
治
拾
遺
』
ほ
ど
、
多
く
の
他
説
話
集
と
同
文
の
伝
熊
関
係
を

 
 
も
つ
説
話
集
も
な
い
し
、
 
『
宇
治
拾
遺
』
ほ
ど
、
雑
然
と
し
か
も
多
量
の

 
 
説
話
を
集
め
た
説
話
集
も
な
い
。
 
『
宇
治
巌
窟
』
を
説
話
文
学
と
し
て
ど

 
 
う
評
価
し
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
は
、
 
『
今
昔
』
の
全
円
的
な
評

 
 
価
よ
り
も
あ
る
意
味
で
困
難
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
正
し
い
位
置
づ
け

 
 
が
で
き
上
が
ら
な
い
限
り
、
三
世
説
話
文
学
の
文
学
的
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て

 
 
の
統
一
性
は
、
安
定
し
た
も
の
に
な
ら
な
い
と
さ
え
言
え
る
。

と
、
 
「
宇
治
拾
遣
物
語
」
の
位
置
づ
け
の
難
解
さ
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
西

尾
光
一
氏
の
述
べ
る
ご
と
く
、
本
書
を
「
今
昔
物
語
集
」
の
「
縮
約
版
的
な
も

の
」
と
称
し
得
る
な
ら
ば
、
同
時
に
「
今
昔
物
語
集
」
の
本
質
が
、
仏
教
説
話

集
で
あ
る
の
か
世
俗
説
話
集
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
と
も
関
連
し
て
く
る
。

一
方
に
お
い
て
、
本
書
の
性
質
が
、
書
脂
性
の
濃
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
事
実

で
あ
る
。
と
す
る
と
、
少
く
と
も
編
者
は
、
こ
れ
ら
多
く
の
収
載
説
話
の
源
泉

と
な
っ
た
説
話
集
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
小
林
保
治
氏
は
、
「
清
徳
聖
の
奇
特
1
『
宇
治
拾
遺
物
語
』

小
考
e
l
」
 
（
学
術
研
究
、
第
二
十
一
号
、
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
）
に
於

・
い
て
、
．
清
徳
聖
説
話
を
詳
細
に
分
析
し
た
後
、

 
 
…
…
…
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
、
男
性
の
た
め
の
読
み
物
で
あ
っ
た
公
算

 
 
が
大
き
い
が
、
同
時
に
ま
た
地
方
人
な
ら
ぬ
都
び
と
の
興
味
に
合
わ
せ
て

 
 
編
述
さ
れ
た
読
み
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
清
徳
聖
奇
特
の
事
な
ど
は

 
 
如
実
に
示
し
て
い
る
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

と
結
論
す
る
。
確
か
に
、
 
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
は
、
 
「
読
み
物
」
で
あ
っ
た
公

算
が
強
い
。
唱
導
の
種
本
な
ど
」
に
供
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、

結
果
と
し
て
、
唱
導
の
世
界
が
流
入
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
二
十

「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
伝
承
と
成
立

第
十
話
「
海
賊
発
心
出
家
事
」
は
、
「
婆
羅
門
の
様
な
る
心
」
を
有
す
る
男
が

仏
教
の
奇
瑞
を
ま
の
あ
た
り
に
見
て
出
家
す
る
と
い
う
典
型
的
な
発
心
謳
と
な

 
っ
て
い
る
。
こ
の
説
話
は
、
七
歳
の
時
よ
り
法
華
経
を
籍
し
て
い
た
僧
が
、
叡

山
で
受
戒
を
し
ょ
う
と
思
っ
て
京
に
上
る
途
中
の
で
き
ご
と
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
法
花
経
の
奇
瑞
、
法
花
経
推
奨
の
こ
と
が
、
説
話
を
通
し
て
強
調
さ

れ
る
。
 
「
今
は
昔
、
摂
津
国
に
い
み
じ
く
老
た
る
入
道
」
が
若
き
時
の
昔
語
り

を
す
る
形
式
で
始
ま
る
こ
の
説
話
は
、
し
だ
い
に
道
心
を
発
し
て
行
っ
た
入
道

の
心
理
の
推
移
が
、
会
話
形
式
の
中
に
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
行
く
。
こ
の
説
話

は
、
お
そ
ら
く
叡
山
あ
た
り
で
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
が

お
そ
ら
く
は
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
 
（
先
行
文
献
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
）
に

定
着
す
る
以
前
は
、
唱
導
の
際
の
具
に
供
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は

想
嫁
に
難
く
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
本
書
が
唱
導
の
種
本
で
あ
っ
た
と
い

う
の
で
は
な
い
。
結
果
と
し
て
、
唱
導
の
世
界
が
流
入
レ
た
も
の
と
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
西
尾
光
一
氏
御
指
摘
の
ご
と
く
、
「
看
聞
御
記
」
や
「
実
隆
公
記

」
に
本
書
の
名
が
見
え
る
こ
と
は
、
こ
の
書
が
宮
廷
・
貴
族
階
級
の
間
を
申
心

と
し
て
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
推
察
せ
し
め
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
本
書
が

前
掲
小
林
保
治
氏
の
言
う
「
都
び
と
の
興
味
に
合
わ
せ
て
編
述
さ
れ
た
読
み
物

」
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
そ
し
て
「
宇
治
拾
遣
物
語
」

は
、
「
今
昔
物
語
集
」
と
の
類
話
を
比
較
し
て
み
て
も
明
き
ら
か
な
よ
う
に
、

説
話
そ
の
も
の
に
対
す
る
興
味
が
第
一
で
あ
り
、
教
訓
・
感
想
に
主
眼
点
を
置

 
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
。
本
書
の
成
立
と
同
時
代
の
「

回
訓
抄
」
と
比
較
し
て
み
て
も
こ
の
こ
と
は
言
え
る
。
巻
十
一
第
五
話
「
白
川

噛
法
皇
北
面
受
領
の
く
だ
り
の
ま
ね
の
事
」
で
奇
行
を
演
じ
た
源
行
遠
に
つ
い

 
て
、
 
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
は
何
の
感
想
・
教
訓
を
も
附
し
て
い
な
い
の
に
、
．
類

（67）



＼

話
で
あ
る
「
十
訓
抄
」
第
七
「
白
河
法
皇
北
面
受
領
下
向
真
似
事
」
で
は
、
 
「

主
從
と
も
に
愚
な
り
け
る
物
か
な
」
と
い
う
感
想
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
 
「
十
訓
抄
」
編
者
の
意
図
が
教
訓
に
あ
り
、
 
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
場

合
は
、
む
し
ろ
説
話
そ
の
も
の
に
あ
っ
た
と
目
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
両
書
が

同
時
式
に
生
れ
た
同
じ
く
説
話
集
で
あ
り
な
が
ら
も
、
編
者
の
編
輯
意
図
の
相

違
を
明
確
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
が
、
他
の
説
話
集
に
比
べ
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
に
於
い
て

雅
や
か
で
あ
り
、
く
だ
く
だ
し
い
感
想
教
訓
の
少
な
い
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。
そ
の
雅
文
体
を
駆
使
し
た
一
-
駆
使
す
る
こ
と
の
で
き
る
範
囲
に
い
た
編

者
が
、
半
僧
半
俗
の
世
界
と
で
も
い
う
べ
き
独
特
の
世
界
を
作
り
あ
げ
た
。
 
「

末
世
」
を
意
識
し
な
が
ら
も
、
さ
ほ
ゼ
の
懐
古
趣
味
も
な
い
。
都
鄙
を
問
わ

ず
、
世
俗
界
・
宗
教
界
を
問
わ
ず
、
巷
談
を
収
集
し
、
同
時
に
多
く
の
文
献
か

ら
希
有
な
る
話
を
取
材
し
、
他
に
類
を
見
ぬ
独
特
の
世
界
を
作
り
あ
げ
た
の

が
、
 
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
編
者
で
あ
っ
た
。

（68）


